
銘

官
立
高
稜
入
試
テ
ス
ト
成
績
か
ら
み
た
豚
謂

地
域
差
及
び
學
稜
差
に
鰯
す
る
二

考
察

一
九
四
八
年
度
蓬
學
適
性
検
査
結
果
を
中
心
と
し
て

重
　
　
　
　
敏

序

　
從
來
篶
下
級
學
校
か
ら
上
級
學
校
を
通
じ
て
竜
學
狡
の
評
慣
に
、
物
的
、
人
的

．
爾
方
面
に
わ
牝
る
地
域
差
あ
る
い
ば
學
校
差
と
い
う
こ
と
が
一
般
に
間
題
に
さ

牝
、
絡
戦
後
新
致
育
の
進
展
と
と
も
に
竜
入
學
者
選
抜
方
法
の
改
善
、
學
厘
制
の

實
施
及
び
其
の
他
の
行
政
的
方
策
に
よ
つ
て
該
間
題
の
解
決
が
試
み
ら
牝
て
は
來

牝
が
曳
未
だ
種
々
な
問
題
が
存
在
し
て
、
ご
牝
の
満
足
な
解
消
を
見
る
た
め
の
抜

本
的
な
封
策
が
今
日
漸
く
要
望
さ
牝
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
牝
間
題
は
滴

慣
重
に
検
討
し
滴
徹
底
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
我
國
致
育
上
の
重
大
な

一
課
題
で
あ
る
1
と
思
わ
牝
る
。
ご
の
課
題
を
解
ぐ
基
盤
と
な
る
講
學
狡
の
客
観
的

な
實
態
の
究
明
は
滝
然
し
な
が
ら
も
講
種
の
事
情
で
充
分
に
果
牝
さ
牝
て
い
な
か

つ
た
う
ら
み
が
あ
る
が
葛
今
後
公
正
な
實
講
的
な
研
究
の
緒
果
に
よ
つ
て
柄
深
い

認
識
に
基
づ
く
適
切
な
解
決
策
が
と
ら
牝
る
事
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
ご
の
種
の
間
題
は
栖
客
観
的
な
事
實
の
上
に
立
つ
て
各
方
面
か
ら
科
學
的
に
検

討
さ
牝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
私
は
池
ご
こ
で
は
喝
考
察
の
封
象
を
奮
制
講
學

校
に
局
隈
し
滝
特
に
昭
和
二
十
三
年
度
に
お
い
て
官
立
高
等
專
門
學
校
志
願
者
に

實
施
さ
れ
牝
進
學
適
性
檎
査
の
締
果
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
テ
ス
ト
威
績
か
ら
み

牝
所
の
葛
い
わ
ゆ
る
地
域
差
及
び
學
校
差
に
闘
す
る
間
題
を
檎
討
し
て
み
牝
い
。

二
、
ブ
ス
ト
結
果
と
得
鮎
差

　
冒
頭
に
述
べ
牝
よ
う
に
、
講
學
校
間
に
お
け
る
地
域
差
あ
る
い
は
學
狡
差
の
存

在
が
滝
從
來
、
事
牡
る
毎
に
注
目
さ
れ
て
來
牝
が
、
例
え
ば
滝
下
級
學
校
に
お
い

て
は
進
學
奉
が
や
上
級
學
校
に
お
い
て
は
入
學
競
争
率
が
そ
れ
ぞ
れ
高
い
と
い
う

よ
う
底
事
柄
を
も
つ
て
営
該
學
校
を
評
慣
し
滴
こ
れ
に
蓮
闘
し
て
地
域
差
な
り
學

狡
差
を
云
々
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
棉
も
す
れ
ば
現
象
的
な
皮
棉
面
の
み
を
み
た

常
識
的
底
解
緯
が
一
般
に
支
配
的
で
滝
客
観
的
な
費
料
に
基
づ
く
科
學
的
な
考
察

が
試
み
ら
れ
る
事
は
少
な
く
、
甚
し
き
に
至
つ
て
は
、
あ
や
ま
つ
杷
學
校
差
観
に

左
右
さ
れ
、
無
意
味
恋
學
狡
評
慣
に
眩
惑
さ
れ
て
、
致
師
も
竜
生
徒
も
竜
指
導
や
進

學
を
あ
や
ま
る
と
い
う
事
態
を
招
來
し
か
ね
な
か
つ
た
事
は
滝
生
徒
各
自
の
滝
知

能
、
適
性
、
及
び
學
力
等
に
關
す
る
無
自
覧
が
上
級
學
校
へ
の
進
學
に
好
ま
し
く

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
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な
い
結
果
を
ひ
き
起
す
可
能
性
と
同
様
に
喝
き
わ
め
て
重
大
な
間
題
と
云
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
叉
す
べ
て
評
債
に
は
そ
の
評
債
の
規
準
が
明
確
に
さ
れ
て
い
底
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
為
ご
れ
も
從
來
は
多
く
思
い
思
い
の
角
度
か
ら
滝
種
々
な
尺
度
に
照
ら
し
て

凋
善
的
在
観
察
が
行
わ
れ
て
い
牝
と
も
云
え
よ
う
。

　
評
債
と
言
え
ば
直
ち
に
テ
ス
ト
が
想
起
さ
れ
る
程
テ
ス
ト
が
詳
債
に
お
い
て
沽

め
る
位
琶
と
果
す
役
割
は
重
且
つ
大
で
あ
る
が
滝
就
中
評
慣
に
客
観
性
を
典
え
箏

信
頼
性
を
高
め
る
も
の
と
し
て
の
標
準
化
さ
れ
た
客
観
テ
ス
ト
の
意
義
は
見
避
す

事
ぱ
出
來
な
い
。
ご
の
意
味
で
滝
昭
和
二
十
二
年
度
か
ら
賢
施
さ
れ
杷
官
立
高
專

狡
及
び
國
立
新
制
大
學
の
進
學
適
性
検
査
の
結
果
は
滝
先
述
の
學
校
差
及
び
地
方

差
に
闘
す
る
間
題
の
解
決
に
、
専
問
的
な
興
味
の
外
も
重
要
な
示
唆
を
提
供
し
て

　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
．
の
検
討
縞
果
に
よ
る
と
滝
各
種
の
観
鮪
か
ら
、
得
籍
差
の
甚
し
い
方

面
と
そ
う
で
な
い
面
の
あ
る
ご
と
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
二
十
三
年
度
進
學
適

性
檎
査
の
結
果
に
よ
る
と
池
受
験
者
の
家
の
職
業
及
び
出
身
學
校
所
在
地
域
に
よ

る
差
は
験
ゲ
大
き
く
な
い
が
、
性
別
滝
出
身
學
校
種
別
滝
及
び
合
格
學
校
種
別
並

に
合
格
學
校
別
に
よ
る
差
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
云
う
事
が
出
來
る
。
ご
牝
ら
の

う
ち
喰
出
身
校
及
び
そ
の
所
在
地
域
並
に
合
格
校
に
よ
る
得
鱗
差
に
つ
い
て
油
以

下
具
髄
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
池
受
験
者
の
出
身
學
稜
種
別
及
び
學
校
別

　
　
に
よ
る
得
鮎
差

　
周
知
の
よ
う
に
二
十
三
年
度
官
立
高
専
進
學
適
性
検
査
は
、
同
年
二
月
十
日
滴

全
國
四
六
都
遣
府
縣
約
二
三
〇
個
所
に
お
い
て
實
施
さ
れ
た
も
の
で
池
そ
の
テ
ス

ト
の
費
料
ニ
ニ
四
九
四
七
名
分
の
答
案
を
整
理
し
滝
そ
の
中
か
ら
、
確
率
論
的
に

信
頼
度
の
保
講
の
あ
る
組
織
的
な
任
意
標
本
梢
出
法
蟹
邑
o
嘗
費
冒
貝
庁
胸
（
昌

目
皆
旨
黒
費
け
の
ω
壱
試
昌
箒
ざ
蟹
昌
亘
ざ
ぴ
q
）
に
よ
り
滝
郡
遣
府
縣
の
受
験
者
数

の
多
少
に
騰
じ
て
一
〇
〇
〇
〇
枚
を
抽
出
L
竜
ご
れ
を
進
駐
軍
総
司
令
部
経
潜
科

學
局
調
査
企
劃
部
－
歯
B
一
M
壊
の
統
計
機
械
に
か
け
て
集
計
整
理
が
行
わ
れ
牝

も
の
で
あ
る
。

　
ご
の
よ
う
な
集
計
結
果
に
基
づ
い
て
種
々
な
分
析
的
底
検
討
を
試
み
牝
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
本
諭
に
闘
蓮
の
あ
る
部
分
を
取
り
出
し
て
考
察
を
す
す
め

る
事
に
す
る
。

　
先
す
出
身
學
校
種
別
に
み
る
と
為
中
學
校
の
得
難
が
最
も
高
く
洩
弐
が
女
學
校

で
滝
實
業
學
校
及
び
そ
の
他
の
學
校
は
非
常
に
低
い
。
而
し
て
柄
中
學
校
滴
女
學

校
池
及
び
實
業
學
校
の
間
に
は
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。
叉
中
學
校
の
う
ち
滝

公
立
申
學
狡
は
私
立
中
學
校
よ
り
得
難
が
高
く
栖
そ
の
差
は
有
意
で
あ
る
。
實
業

學
校
の
う
ち
滝
工
業
學
校
と
商
薬
學
校
と
の
得
鱗
の
差
は
認
め
ら
れ
な
い
が
滝
農

業
學
校
は
工
商
雨
學
校
に
比
較
し
て
得
難
が
低
く
一
そ
ρ
差
は
有
意
に
認
め
ら
れ

る
。
’
そ
の
他
の
學
校
の
う
ち
葛
青
年
學
狡
の
得
黙
か
最
も
低
く
滝
他
の
學
校
に
比

較
し
て
有
意
の
差
が
認
め
ら
牝
る
。
帥
ち
為
一
般
に
學
校
種
別
に
よ
り
竜
得
鮪
に

有
意
な
差
か
認
め
ら
牝
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
内
譲
を
示
す
と
、
．
表
1
の
通
り
で

簑
一

蛎

ω
出
身
學
校
種
別

sokyu

sokyu
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出身學校種別得黒占表表亙

"'1cl~}+"*~ 

'*__~~~j~ 5~-~~ 

A'VS 

~!_'~ 

/~11 

･D 

6,881 41.62 
1,129 39.lO 
OIO 41.27 

14.1 

9.9 
l0.0 

串身學狡

9
一
0
7
6
1
2

1
9
1

4
つ
d
41

9
0

8
9
＾
18
1
0

6
1
8

校
狡

學
學

申
申
計

立
立

公
私｛佼學中

10．436．414
9
　
．6女學佼

2
3
4
8
2

9
8
9
9
0

　
　
　
1

4
8
2
0
6

0
7
0
7
8

9
5
6
4
3

2
3
3
3
3

2
9
4
一
5
0

4
5
2
7
0

3
4
3
　
　
2

　
　
　
1

　
　
佼

　
　
學

蓬
轟

學
學
學
の
ト

　
　
　
也
一
言

業
業
業
剛

農
工
商
其
｛實業學校

7
8
6
0
9
1

1
9
4
2
5
3

1
↓
　
　
亨
↓
’
1
＾
1
↓
■
⊥

2
0
7
5
0
1

9
2
2
0
0
1

7
4
6
6
3
3

2
4
4
3
3
3

9
5
7
9
2
2

3
　
　
　
　
イ
↓
1
8

狡
検
狡
範
也

　
　
　
イ

學
專
學
師

年
検
諾
專
の
計

青
高
軍
高
共

　
の
狡

　
他

　
の

　
其
學

11．614

10，000

32．35

39．97

明不

1O．4許総

〔
備
考
〕

　
（
一
）
　
総
（
得
）
鰭
は
す
べ
て
丞
－
均
総
（
得
）
鮪
を
意
味
す
る
。
以
下
こ
れ
に
従
う
。

　
（
二
）
　
総
騎
は
一
〇
〇
駝
満
鮎
で
あ
る
O

　
（
三
）
　
學
淡
名
は
す
べ
て
奮
制
狡
名
に
よ
る
O

　
（
四
）
　
夜
聞
學
皮
σ
甲
種
乙
種
の
厘
別
は
、
學
狡
名
だ
け
で
は
判
断
が
不
可
能
な
た
め
に

　
　
　
分
類
し
な
い
。

　
（
五
）
　
中
學
狡
女
學
校
は
慣
例
に
従
つ
て
分
類
し
て
お
く
。

　
（
六
）
　
女
學
狡
は
實
科
、
家
政
、
其
の
他
の
實
業
女
學
狡
を
合
む
。

　
（
七
）
　
農
學
校
は
農
林
、
養
麓
、
及
ぴ
畜
庫
學
籏
を
含
む
。

　
（
八
）
　
高
検
專
検
は
そ
の
合
格
者
を
、
高
專
師
範
は
そ
れ
の
鞠
校
者
を
意
味
す
る
。

　
右
は
二
十
三
年
度
官
立
高
專
校
進
學
適
性
糠
査
緒
果
の
全
國
的
な
概
況
で
あ
る

が
、
こ
の
一
般
的
傾
向
と
關
蓮
し
て
、
同
年
の
島
根
縣
に
お
け
る
検
査
結
果
を
比

較
封
照
的
に
考
察
し
て
み
る
と
爽
の
様
で
あ
る
。

表皿　島根縣における出身學校

　　　　種別得難表

受駿

者薮

総　　黒占

A画V S・D
串身學校

申　學　　校 4α05 1α8

女　　學　　校 33－60 臥7

實業學校陛糞董蓬　　　　　　計

6
5
1
5
4
2
6
1
8
7

一
3
3
ク
5
2
8
刀
0
3
1
3
3

1
3
．
0
5
，
0
1
0
．
9

其の他の學狡 31－00 0
一

・総　　　　　計 38．28 1α1

〔
！

O
0
9
0
　
　
　
1

　
表
皿
は
、
全
國
の
抽
出

数
と
錯
比
し
て
、
島
根
縣

に
お
け
る
全
受
験
者
二

七
八
名
分
の
答
案
中
か
ら

抽
出
し
牝
標
本
八
七
名
分

の
成
績
締
果
で
葛
総
紬
の

平
均
が
三
八
二
一
八
と
な

り
冷
杢
國
平
均
三
九
一
九

七
よ
り
や
や
下
廻
っ
て
い

（
謹
三
）

る
。

　
二
こ
の
表
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
池
當
縣
の
結
果
は
大
誰
全
國
の
一
般
的
な
傾
向

と
類
似
し
て
い
る
が
為
特
に
目
立
つ
傾
向
と
し
て
は
塙
中
學
校
と
女
學
校
と
の
得

鶏
差
が
比
較
的
大
き
い
の
に
封
し
、
女
學
校
と
賢
業
學
校
と
の
得
離
差
が
比
較
的

少
な
い
こ
と
、
及
び
實
業
學
校
の
う
ち
、
農
業
學
校
は
工
業
學
校
よ
り
平
均
得
鶏

が
高
い
こ
と
が
概
観
さ
れ
る
。
こ
牝
ら
は
塙
杢
國
概
況
に
照
し
喝
本
縣
の
特
異
な

傾
向
と
し
て
注
目
す
べ
き
難
で
あ
ろ
う
。

②
出
身
學
校
別

　
斯
檬
に
、
出
身
學
校
の
種
別
に
よ
つ
て
可
成
り
著
し
い
得
鱗
差
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
ご
れ
ら
の
各
種
學
校
の
．
得
鱗
を
、
そ
れ
ぞ
牝
個
々
の
學
狡
に
つ
い
て

≡
見
て
行
く
と
、
學
狡
に
よ
り
更
に
顯
著
な
す
牝
の
あ
る
こ
と
が
分
る
。
例
え
ば
塙

當
島
根
縣
に
お
け
る
出
身
學
狡
別
の
威
績
概
況
を
一
瞥
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。
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表亙蛆島根縣における出身學校別得鱗表

受験着敷
糠　　黒占

A⑱▽S・D
串身學校 受験者藪

総　　黒占

A④V S．D
287　　41，54　　　8．7

272　　40，34　　　8．5

22　　38．O0　　　8．3

118　　37，41　　　9．1

55　　37．36　　　11．9

124　31，33　　　9．7
20　　40，05　　　9．2

17　　38，65　　　7．9

25　　36，12　　　9．4

7　35．7］　　　5．1

10　35，10　　　6．0
29　　34，76　　　　9．9

12　　34，33　　　4．9

12　33．17　　12．8

2　33中00　　　5．0

24　　28．96　　　10．3

6　　　　12，1
　26．17
19　　　11，0　23．42
ユ27，OO　　0
5　　2，20　　　4．O

今市農業學狡
松江農林學狡
川本　　〃
仁萬　　〃
益閏　　〃
安來農業學狡
石見工業學狡
松江　　〃
今市　　〃
江津　　〃
松江鯉理學校
大硅國學舘
蟹技養成所
醒　試　講　習
能義郡布部青年學狡

能義郡青年實業學狡

專　検　合　格一

島根師範學梗

其の他

4
14

3
9
11

6
2
10
10

5
1
2
2
2
1
1
1

22

33．50

32．50

32．33

31．69

26．55

24．50

44．O0

37．30

31．40

23．60

33．O0

24．00

12．O0

7．50

49．00

39．00

68．00

33．OO

39．96

10．0
7．4

4．7

8，1

14．0
5，7

20，0
11，6
12，0
10．9

　0
　0
10．0
5．0

0
0
0
O

10，7

3　　24，00　　　4．7
総　　　計 1，コ78 38．12 10．9

萬身學稜

O
0
3
9
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0

5
5
3
6
5
5
0
3
4
6
0
0
0
5

3
2
2
1
6
4
4
7
1
3
3
4
2
7

3
3
3
3
2
2
4
3
3
2
3
2
1

4
4
0
1
6
3
5
5
2

5
3
0
4
3
3
0
6
1

1
0
8
7
7
1
0
8
6

4
4
3
3
3
3
4
3
3

0
6
3
7
0
6

1
7
3
1
0
9

5
4
一
4
3
3
8

3
3
3
3
3
2
2
0
0

4
0
2

3
7
2

2
2

　
　
　
　
　
　
狡

校
　
　
　
學
　
　
　
　
・
　
　
　
狡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
學
　
校

一
學
　
　
　
　
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
學

ぺ
”
↓
”
”
”
等
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
繊
”
賊

一
　
　
　
　
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
　
家

■
雷
稽
箪
江
秩
塁
番
市
概
蕾
¶
本
塁
賄
市
君

一
松
濱
三
大
津
大
松
大
濱
松
市
盤
今
津
安
雫
犬
川
濱
市
盆
今
私
紳

」

〔
備
考
〕

　
串
身
學
狡
中
「
共
の
他
」
と
あ
る
の
は
洩

島
根
縣
の
受
験
者
に
し
て
、
そ
の
閏
身
狡
が
縣

　
外
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
右
の
表
が
明
か
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
滝
各
狡
の
間
に
は
き
わ
め
て
顯
著
底
得

難
差
が
見
ら
れ
る
。
帥
ち
、
五
人
以
下
の
受
験
者
を
も
つ
學
校
及
び
出
身
校
を
縣

外
に
も
つ
者
を
除
き
、
松
江
中
學
校
の
得
鱗
が
最
高
で
栖
濱
田
中
學
が
ご
れ
に
爽

ぎ
竜
松
江
高
女
、
大
鮭
高
女
竜
三
刀
屋
中
學
、
津
和
野
申
學
芯
松
江
工
業
滝
及
び

濱
田
高
女
喝
．
（
以
上
平
均
得
籍
三
六
以
上
の
も
の
）
の
順
に
比
較
的
得
覇
が
高
い
。

ご
れ
に
封
し
滝
今
市
高
等
家
政
の
得
鱗
が
最
低
で
哀
濱
田
市
立
高
女
及
び
江
津
工

業
が
こ
れ
に
爽
ぎ
、
安
來
農
林
、
川
本
高
女
、
益
固
家
政
滝
及
び
太
田
家
政
（
以

上
卒
均
得
鮪
二
九
以
下
の
も
の
）
の
順
に
比
較
的
低
い
得
鱗
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
縣
に
お
け
る
受
験
者
の
出
身
學
校
の
得
鱗
は
洩
最
低
二
二
一

〇
か
ら
最
高
四
一
一
五
四
に
亘
つ
て
少
な
か
ら
ぬ
す
牝
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
滝
こ
の
よ
う
な
得
鱗
差
は
、
當
時
の
一
般
的
在
傾
向
と
し
て
池
得
難
か
ら
見

た
杢
國
の
所
謂
學
校
差
の
概
況
を
類
推
す
る
手
掛
り
を
與
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
O

　
俺
お
、
本
縣
に
お
け
る
受
験
者
の
得
籍
は
滝
最
高
六
八
、
最
低
○
で
あ
る
が
柄

三
滝
三
の
出
身
學
校
を
除
き
、
大
部
分
の
學
校
は
杢
國
雫
均
に
達
し
て
い
な
い
こ

と
は
、
縣
外
の
他
府
縣
に
出
身
校
を
も
つ
者
の
平
均
得
鱗
が
杢
國
平
均
よ
り
高
い

ご
と
と
と
も
に
特
殊
な
傾
向
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

廼
、

受
験
者
の
出
身
學
稜
厩
桂
地
域

に
よ
る
得
蹴
差

　
家
ぎ
恒
滝
受
験
者
の
贈
身
學
稜
が
所
在
す
る
地
域
に
よ
つ
て
得
騎
差
が
あ
る
か

ど
う
か
を
み
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

’

sokyu
’
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表W出身學校所在地別出身學校種別得難表

七大都市 市 町 村 其の他 不明
得鮎 得黒占 得黒占 得黒占

受
得黒占

受
得照占

受
及び＝ 受験 受験 受験 験 験 験 得黙

蜷人敷者敷
A・V

卜・’者敷
A稻V’

ト・ 者藪
A．V

ト・ 者
A田V’

ト・ 者　；岬1帥者
敷 数 敷 A．V’

“

ト・

中　學校
1，786 43名3 10，13，981 41．13 98一 1，846 39．28 97396 40．31 103 1 30 0 一

一

■
’
’

一

女學校 157 40．35 10．8 310 3a21 1α0 194 3439 1α1 32 32刀3 5．1 1 30 O ］．

賀業學狡 297 37．17 λ6 483 35．02 9．5 27L 3）．23 10．2工41 3臥1510．4 1 20 0 2 2L50 5，O

其の他の學佼 8 3a38 9．3 23 3a48 11．7 11 23－91 8．5 18 23－28 11．717 41．71 15．5 5 38名012．2

不　　　明 」 一 ’ ’ 一 」 一 一 一 一 一 一 一 一 一 14 3236 1α3

総　計 2，248 42．72

1
・
…

ト…1蛆巾・ 2，322
・…1・・・…

36．88
卜・・ ・・1・… ト・・

21
・λ・・1…

103

〔備考〕

　（1）七大都市とは穐従來の所謂六大部市に稿岡市を加えたものである。但し喝東京都は學稜が

所在する地域の市郡部によつて例えば八王子市は中都市とい台ように分類する。

　（2）奮領土の都市は内地のそれに準じて分類する。

　（3）軍諾學校出身者及ぴ高検專検合格昔は“其の偉の學陵，。の項へ入れた。

表V都遣府縣別．得覇奉

都道府輝

北海蓮

青森
砦手
宮城
秋田
山形
稿鳥
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
榊奈川

新潟
富山
石川
祠井

受験者敷

463

　78

114

221

　78

150

176

159

144

157

165

166

1．243

315

200

145

126

　81

総　　鮎

A由Y S．D
都遺府縣

山梨
長野
蚊阜
静岡
愛知
三重
滋賀
京’都

大阪
兵庫
奈良
和歌山

島根’

岡山
廣島
山　口

1011徳島
。。。1香川

受験著致

104

316

150

238

419

142

93

297

620

396

110

104

87

231

290

217

89

119

纏　　鮎

A⑮Y S邊D

10，2

10．6

9．9

9，4

10，1

10．0

89
9．9

9，9

10，1

10，3

10．2

1011

9．8

9．9

9．9

9．1

9．3

都道府縣

愛媛
高知
稿岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿兄島

樺太
藁溝
朝鮮
満洲
中國
其の他

不明及び

無記載

総計

受験者薮

184

74

449

129

112

210

165

97

275

3
15

15

35

4
4

26

10，OOO

穂　　離

・⑮・トポ

37．52

37．74

39．00

38．71

36．24

39．62

37．47

37．13

36．24

35．67

40．O0

3440
42．69

39．50

44．O0

38．04

39．97

10．3

9，7

10，3

10，2

10，1

10．6

1．O．8

1⑰．1

13．4

8．2

7，8

11，0

12．4

4，3

12，3

14．9

10．4

sokyu

sokyu

sokyu



○
紗
、
－9μ

〔
備
書
－

　
二
）
　
各
都
蓮
府
縣
の
う
ち
、
鳥
取
は
答
案
未
着
の
た
め
抽
出
整
理
の
封
象
か
ら
除
外
さ

t
⊂
、
　
〕
O

・
オ
一
　
）
－
、
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、

　
（
二
）
　
奮
領
土
の
う
ち
、
沖
縄
、
千
島
、
友
び
南
洋
の
該
當
者
は
な
い
。

ω
　
大
都
市
一
中
郡
市
一
小
都
市
働
農
山
漁
村
別

　
先
す
地
域
性
を
七
大
都
市
、
市
滝
町
及
び
村
に
分
け
滝
こ
れ
ら
を
便
宜
上
池
夫

々
大
都
市
喝
中
都
市
池
小
都
市
及
び
農
山
漁
村
に
あ
て
は
め
て
考
察
し
て
み
る

と
滝
大
都
市
の
得
鱗
が
最
も
高
イ
、
為
攻
い
で
中
都
市
冷
小
都
市
の
順
で
、
農
山
漁

村
が
最
も
低
い
。
而
し
て
小
都
市
と
農
山
漁
村
と
の
得
鶏
の
間
に
は
有
意
な
差
が

認
め
ら
牝
な
い
が
、
大
都
市
と
小
郡
市
及
び
大
都
市
と
農
山
漁
村
と
の
得
鮪
の
差

は
有
意
に
認
め
ら
れ
る
。
帥
ち
一
般
に
為
大
都
市
に
所
在
す
る
出
身
學
校
の
得
鮎

ば
滝
他
の
地
域
に
所
在
す
る
阻
身
學
校
に
比
べ
て
得
鱗
が
高
い
ご
と
が
分
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誰
四
）

の
内
講
は
表
w
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

②
都
遣
府
縣
別

　
玖
に
総
得
難
を
郡
遣
府
縣
別
に
つ
い
て
見
る
と
滝
得
顯
の
高
い
地
方
で
は
東
京

郡
が
最
高
で
池
京
都
が
ご
牝
に
次
ぎ
滝
大
阪
、
埼
玉
池
及
び
疎
奈
川
が
比
較
的
高

い
。
ご
れ
に
封
し
、
得
難
の
低
い
地
方
で
は
竜
莱
木
滝
幅
井
滝
長
崎
及
び
宮
崎
が

比
較
的
低
く
、
岩
手
が
最
も
低
い
。
東
京
都
と
他
の
郡
道
府
縣
と
の
間
に
得
覇
に

有
意
な
差
が
認
み
ら
れ
る
。
一
般
に
都
遣
府
縣
別
に
ば
柄
得
顯
の
差
が
有
意
に
認

め
ら
れ
る
地
域
と
然
ら
ざ
る
地
域
ど
が
見
ら
牝
る
。
そ
の
内
講
は
表
V
に
示
さ
牝

て
い
る
通
り
で
あ
る
。

③
地
　
方
別

’
玖
忙
ご
れ
を
地
方
（
ブ
ぷ
ツ
グ
）
別
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
も
得
鮎
の
高
い
の

が
闘
東
地
方
で
近
畿
地
方
が
こ
牝
に
玖
ぎ
、
其
の
差
ば
有
意
に
認
め
ら
れ
る
。
弐

が
中
部
、
中
國
、
北
海
道
め
諾
地
方
で
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
間
に
ば
有
意
の
差
が

認
め
ら
れ
な
い
が
、
關
東
及
び
近
畿
地
方
と
の
差
は
有
意
に
認
め
ら
れ
る
。
ご
れ

に
封
し
最
も
得
鮪
の
低
い
の
は
東
北
、
四
圃
滝
及
び
九
州
の
諾
地
方
で
、
機
こ
牝
ら

の
地
方
の
間
に
は
有
意
な
差
が
認
め
ら
牝
な
い
が
衰
他
の
地
方
と
の
間
に
は
、
奮

領
土
や
外
國
、
及
び
其
の
他
を
除
き
、
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。
二
般
に
滝
．
地

方
に
よ
つ
て
ば
得
腐
に
有
意
な
差
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
澤
は
表
w
に
示
さ
れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
0
4
6
1
0
0
7
8
6
0
0
　
0
　
　
　
ご
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
て
來
る
と
為

表鮪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
身
學
校
が
所

喉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
す
る
地
域
の

易方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厘
分
に
よ
り
、

地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
地
域
個
々
の

棚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
に
お
い
て

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
表
示
さ
牝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
よ
う
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
滝
極
め
て
得

地方別
総 鮎

受験者救
・蛯・1

S芭D

北 海 道 463 39．17 9．5C

東 北地 方 817 3795 10．24

關 ・東地 方 2β49 41．75 10．66

中 部地 方 1，779 3λ70 1α2ヱ

近 畿地 方 、1，762 41．07 10．OC

中 國地方 825 4つ．20 10．10

四 國 ．466 37．97 9．77

九 州 1，437 38刀2 10．58

奮 領　土 33 35．85 u．26

外 國 43 42．51 8．1C

不明及び無記載 26 38刀4 1490

纏 計 1δ，000 39．97 10．40

鱗
差
の
大
き
い
面
も
見
ら
牝
る
が
滝
一
般
的
に
地
域
に
よ
る
得
鮪
差
は
滝
前
章
の

出
身
學
校
種
別
に
よ
る
場
合
に
比
し
て
あ
ま
り
狂
い
と
言
う
こ
と
が
出
來
る
。

　
以
上
は
、
進
學
適
性
検
査
の
受
験
者
の
成
績
緒
果
に
つ
い
て
そ
の
得
鱗
差
を
検
－

討
し
て
來
牝
の
で
あ
る
が
、
次
に
高
専
校
合
格
者
の
成
績
緕
果
に
．
つ
い
て
考
察
し

て
み
よ
う
。

五
、
蓬
撃
高
専
稜
別
に
よ
る
得
鮎
差

sokyu

sokyu

sokyu
μ



・
畷

棚・
還

　
曹
玄
満
等
奪
門
撃
絞
へ
進
撃
し
牝
愛
餓
者
の
テ
ス
下
結
巣
に
よ
り
袴
各
種
高
專

狡
の
澗
侭
得
顯
差
が
ど
の
ポ
う
に
み
ち
牝
る
か
と
い
う
こ
士
略
滝
拙
身
學
校
の
場

合
と
伺
様
仁
、
撃
校
差
に
闘
す
る
本
稿
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
。

　
ご
の
課
題
の
考
察
の
牝
め
に
は
為
全
國
の
各
種
高
専
校
か
ら
文
部
省
へ
報
皆
さ

牝
た
合
格
者
の
機
査
減
績
一
覧
表
を
整
理
し
牝
結
果
を
検
討
し
て
み
た
付
牝
ば
な

ち
な
い
。

　
先
す
本
考
察
の
封
象
と
な
つ
牝
被
調
査
校
却
ち
官
立
吉
伺
專
校
の
数
は
纏
計
二
〇

　
　
　
　
　
　
（
註
五
）

六
枚
、
こ
牝
へ
の
合
格
者
の
総
激
壮
二
八
一
九
一
名
で
竜
二
十
三
年
度
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
六
）

殆
ん
ど
全
官
立
高
專
狡
の
テ
ス
ト
成
績
が
集
計
さ
牝
牝
の
で
あ
る
が
、
ご
れ
ち
の

費
料
に
基
づ
い
て
本
課
題
に
關
す
る
具
鎧
的
な
考
察
を
試
み
る
ご
と
に
す
る
。

ω
學
校
種
別

表　V蛆學校種別合格者得黙表

総 離

學狡種別 學稜薮 含格者藪
…卜邊・

高狡及び大學豫科 31 7，839 51．94 7名2

專門學狡及び專門部 67 10二602 45．59 8．58

教員養成諾學狡 108 9，520 37．11 10．07

專門學校別科及び實科 （7） 230 32．85 10二65

総 計 ‘…1 卿・・1 螂・1・α・・

〔備考〕

　專門學校別科及び實科は滝專門學校内に設け

一一られたものであるが喝その科の性格上當該專門

學狡の一分科とせずに別個に整理されているO

従つて滝専門學狡とはこれらの科を除いたもの

を指すO以下これ・によるO

　
各
種
高
專
校

を
竜
（
イ
）
高
校

及
び
大
學
豫

科
滝
（
口
）
致
員

養
蔵
諾
學
校
、

（
ハ
）
專
門
學
校

及
び
大
學
附
麗

専
門
部
滝
及
び

（
二
）
専
門
學

校
別
科
及
び
實

科
に
、
大
別
し

て
、
そ
牝
ち
の

各
學
校
群
に
お
け
る
平
均
纏
得
難
を
比
べ
て
見
る
と
、
弐
の
表
w
に
示
さ
牝
て
い

る
よ
う
底
緒
果
が
概
観
さ
牝
各
。

　
斯
の
よ
う
に
高
專
校
合
格
者
の
纏
平
均
得
難
は
四
四
二
二
九
で
念
全
受
験
者
ひ

得
鱗
よ
り
可
威
り
上
廻
つ
て
い
る
が
、
各
種
學
校
の
卒
均
得
駐
の
差
に
つ
い
て
檎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

定
し
牝
緒
果
は
何
牝
晃
極
め
て
有
意
で
あ
る
事
が
認
め
ち
牝
る
。
印
ち
前
記
（
イ
）

（
禅
）
曳
、
（
ハ
）
、
（
二
）
冶
四
種
の
學
狡
群
に
■
お
い
て
は
滝
得
難
上
高
校
及
び
大
學
豫

科
が
最
も
優
牝
、
ご
牝
に
弐
い
で
專
門
學
校
及
び
大
學
附
麗
專
門
部
葛
爽
に
致
員

養
威
講
學
校
の
順
で
花
專
門
學
校
別
科
及
び
實
科
が
最
も
劣
つ
て
い
る
。

　
從
つ
て
一
般
に
前
述
の
各
種
學
校
群
に
お
い
て
は
有
意
差
が
あ
る
と
云
え
る
』

こ
牝
ら
の
各
群
に
お
げ
る
得
鱗
差
に
つ
い
て
、
更
に
各
種
學
校
別
に
比
較
検
護
を

試
み
て
み
よ
う
。

　
（
イ
）
　
高
校
及
び
大
學
豫
科

　
先
す
高
等
學
校
と
大
學
豫
科
の
総
得
鮎
を
比
較
し
て
み
る
と
、
差
の
検
定
の
緒

果
に
よ
る
と
高
狡
の
方
が
有
意
に
優
牝
て
い
る
。
帥
ち
、
高
校
と
大
學
豫
科
と
の

得
撫
差
は
極
め
て
有
意
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
牝
る
。
併
し
、
高
等
學
校
に
お
け

る
文
科
と
理
科
の
間
に
為
い
て
は
得
鮪
の
有
意
差
ば
兇
ら
牝
な
い
。
帥
ち
、
高
校

に
お
付
る
文
理
爾
學
科
の
得
鮪
差
ば
有
意
で
な
い
と
言
え
る
。

　
（
口
）
　
致
員
養
成
諾
學
校

　
弐
に
致
員
養
威
落
學
校
を
（
i
）
師
範
學
校
、
（
i
）
青
年
師
範
學
校
祇
（
地
）
高
等

師
範
學
校
及
び
其
の
他
の
致
員
養
成
諾
學
校
の
三
群
に
類
別
し
て
そ
牝
ら
の
得
鱗

を
比
較
し
て
み
る
と
、
檎
定
の
緒
果
、
師
範
學
校
は
青
年
師
範
學
校
よ
り
極
め
て

有
意
に
優
牝
、
高
等
郁
範
及
び
其
の
他
の
致
員
養
戒
諾
學
校
は
師
範
學
校
よ
り
も

極
め
て
有
意
に
優
牝
て
い
る
事
が
認
め
ち
れ
る
。
そ
の
得
鮪
の
内
譲
は
表
㎜
に
示

さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
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表　V㎜ 教員養成講學校含格者得黒占表

學校敷 合格者致
総　　黒占

A・y S．D
厘分族種別

0
　
6
　
6
　
8

6
　
7
　
（
）
　
9

8
　
9
　
9
　
8

3242 

920 

1 ,535 

5,697 

1,123 

290 

1,413 

36.82 

33.13 

35.86 

35.96 

30.91 

27.lO 

30.15 

39

37

12

肌

部
部
學

　
　
共

子
子

　
　
女

男
女
男

計

師範學校

■
〇
　
一
⊥

3
　
2

8
　
　
8

8．41

鎚

29

36

子
子

男
女

計

青年師
範學校

8，61

9，10

8，63

8，74

9．40

1．233

　406

　153

　618
2，410

46．38

45．90

36．78

39．46

43．92

4
　
3

2
12

班

高師及び
其の他の
教員養成
諾學陵

高　　　　　師

女　　高　　師

誰育專1農致專
實業教員養成所

　　　計

9，520 37．11！ 10．07801計総

〔
備
考
〕

　
（
一
）
　
師
範
學
校
の
合
格
者
名
簿
に
よ
り
、
．
男
子
部
、
女
子
部
の
厘
別
の
明
瞭
で
な
い
も

の
は
、
こ
れ
を
勇
女
共
學
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
（
二
）
　
賛
料
未
着
の
た
め
、
師
範
學
校
で
は
三
狡
、
青
年
師
範
學
絞
で
は
一
〇
校
が
、
整

理
の
封
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

　
右
に
表
示
さ
牝
て
い
る
よ
う
に
、
こ
牝
ら
の
致
員
養
威
諸
學
校
に
お
い
て
は
夫

々
極
め
て
顯
著
な
得
鮪
差
が
認
め
ら
牝
る
が
、
術
お
こ
牝
ら
（
i
）
、
（
i
）
滝
（
一
皿
）

の
諸
學
校
の
夫
々
に
つ
い
て
為
性
別
其
の
他
の
厘
分
に
從
つ
て
得
難
を
比
較
し
て

み
る
と
次
の
よ
う
な
精
果
が
見
ら
牝
る
。

　
（
．
ユ
）
師
範
學
狡
に
為
い
て
男
子
部
と
女
子
部
の
得
鶏
を
此
較
す
る
と
、
男
子

部
の
方
が
極
め
て
有
意
に
優
牝
て
お
り
、
師
範
學
校
に
お
け
る
性
別
の
得
鮪
差
は

極
筆
著
エ
ニ
毒
哀
る
。
走
男
子
報
滴
奉
瀞
幅
汲
器
蓋
姦
窒

者
の
間
に
は
、
男
子
部
が
最
も
優
位
で
あ
る
の
に
封
し
て
女
子
部
は
最
も
劣
倣
で

あ
ゆ
、
男
女
共
學
が
そ
の
中
位
を
占
め
て
お
り
滝
，
ご
牝
ち
の
間
の
得
騎
差
は
何
牝

晃
極
め
て
有
意
で
あ
る
ご
と
が
認
め
ら
牝
る
。

　
（
並
）
　
玖
に
青
年
師
範
學
狡
に
お
い
て
男
子
と
女
チ
と
の
得
鶏
を
比
較
す
る

と
油
師
範
學
校
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
、
男
子
の
方
が
極
め
て
有
意
に
優
れ
て

い
る
ご
と
が
認
め
ら
牝
、
青
年
師
範
學
校
に
お
い
て
略
性
別
の
得
騎
差
は
極
め
て

有
意
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
一
㎜
）
　
更
に
高
等
師
範
學
校
及
び
其
の
他
の
致
員
養
蔵
講
學
校
に
ろ
い
て
み
る

と
や
得
鮪
上
高
師
及
び
茎
局
師
が
最
も
、
優
牝
滝
爽
い
で
實
業
致
員
養
成
所
、
鶴
育

專
門
及
び
農
業
致
育
專
門
の
．
順
で
あ
る
。
而
し
て
ご
牝
ら
の
間
の
得
鮪
差
は
極
め

て
有
意
で
あ
る
が
滝
高
師
と
女
高
師
の
間
に
は
有
意
次
差
が
認
め
ら
牝
な
い
。
帥

ち
、
男
女
雨
高
等
師
範
學
校
に
お
い
て
ば
得
鮎
の
性
別
に
よ
る
有
意
差
は
見
ち
牝

な
い
が
、
こ
牝
ら
爾
高
師
と
其
の
他
の
致
員
養
威
講
學
校
と
の
差
は
極
め
て
有
意

で
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
ハ
）
　
專
門
學
校
及
び
大
學
附
麗
專
門
部

　
弐
に
專
門
學
校
と
大
箪
附
麗
專
門
部
と
を
比
較
す
る
と
、
專
門
部
の
方
が
極
め

て
有
意
な
差
を
も
つ
て
優
れ
て
お
り
、
ご
牝
ら
が
含
む
各
種
專
門
學
校
及
び
尊
門

部
の
夫
々
の
間
に
は
、
顯
著
た
得
鮪
差
が
見
ら
牝
る
。
そ
の
内
記
を
示
す
と
表
瓜

の
通
り
で
あ
る
。

　
右
表
に
示
さ
牝
て
い
る
緕
果
に
基
づ
き
一
專
門
學
校
及
び
大
學
附
麗
專
門
部
の
、

夫
々
に
つ
い
て
得
鮪
を
比
較
し
て
み
る
と
滝
爽
の
よ
う
在
縞
果
が
見
ら
れ
る
。

　
（
i
）
專
門
學
狡
に
お
い
て
は
商
船
學
校
、
外
事
專
門
洩
及
び
経
済
奪
門
の
得

鱗
が
此
較
的
高
く
お
、
ご
牝
ら
の
專
門
學
校
の
問
に
は
得
鱗
の
有
意
差
は
認
虹
ち
牝

sokyu
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嚢堅．専門學校及び専門部合格者得艶義

　　　　　　　　　　　　　　　　総　軸
學佼種別　　厘分　學狡敷含格者敷

A聰V＝ S曲D

3
5
5
2
3
4
5
6

7
9
2
5
6
6
5
5

8
8
8
6
8
7
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1．830

　481

　326

　222
4．502

1．279

　769
　　96

　139

　325
9，969

42．95

41．69

43．24

，45．71

45．74

47．86

48．06

41．71

48．94

45．08

45，39

8，73

8，95

8，25

6，52

8，63

7，64

8．55

10，56

7，89

8，35

8．57

10
3
　
　
2

26
7
　
9
＾

1
⊥
　
　
1
人

6
60

業
維
産
學
業
濟
事
樂
船

農
織
水
薬
工
纏
外
晋
商
)j~:.-~)fti; 

計

專門學校

2
5
5
7
4

3
2
9
2
9

8
7
．
7
7
7

808
．

’
b
4
5
4
4

2
9
9
7
3

5
3
6
0
0

4
4
4
5
5

48．89

9
7
2
7
8

7
1
4
8
0

　
1
1
2

336

1
1
・
3
1
1
　
　
7

林
木
學
學
學

　
　
　
螢
計

農
土
薬
商
経

属
部

附
つ

摩
“
，
大
專

8．5810．6021 45．5967計総

〔
傭
考
〕

　
二
）
　
專
門
學
校
の
匿
分
に
。
拍
い
て
、
農
業
は
農
林
を
洩
鑛
業
は
鍍
山
を
夫
々
合
む
。

　
（
二
）
　
同
欄
の
「
其
の
他
」
は
工
業
專
門
に
拍
け
る
二
部
（
夜
間
部
）
を
一
意
味
す
る
。

な
い
が
、
他
の
專
門
學
校
と
比
べ
る
と
何
牝
も
皆
極
め
て
有
意
な
差
で
優
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
學
校
に
弐
い
で
工
業
專
門
滝
藥
學
專
門
滝
及
び
工
專
二
部
の
一
群

の
得
難
が
中
位
を
占
め
、
ご
牝
ら
三
種
の
學
校
の
間
に
は
有
意
差
は
認
め
ら
牝
た

い
が
為
こ
牝
ら
に
綾
く
弐
め
一
群
の
専
門
校
よ
り
は
伺
牝
も
皆
極
め
て
有
意
に
優

れ
て
い
る
9
帥
ち
、
水
産
専
門
為
農
業
（
農
林
）
専
門
喝
及
び
晋
楽
學
校
の
各
得
鱗

は
比
較
的
低
く
、
．
ご
牝
ら
三
種
の
學
校
問
に
は
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
前

記
各
群
の
何
牝
の
學
校
よ
り
も
極
め
て
有
意
に
劣
つ
て
い
る
。
而
し
て
最
後
に
馬

得
顯
の
最
も
低
い
繊
緯
專
門
に
お
い
て
は
前
掲
の
晋
築
學
校
と
の
間
に
有
意
差
は

認
め
ら
牝
な
い
が
洩
農
業
專
門
其
の
他
す
べ
て
の
專
門
學
校
と
の
差
ば
極
め
て
有

意
で
あ
る
ご
と
が
認
め
ら
牝
名
。

　
斯
の
よ
う
な
結
果
か
ち
馬
專
門
學
校
に
お
い
て
は
學
校
種
別
に
よ
力
有
鴬
な
得

離
差
が
見
ら
れ
“
概
し
て
商
科
系
の
學
校
群
の
得
騒
が
比
較
的
高
い
の
に
封
し
滝
．

農
科
系
の
學
校
群
が
低
小
得
籍
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
i
）
大
學
附
麗
専
門
部
に
お
い
て
は
滴
前
表
に
示
さ
牝
て
い
る
よ
う
に
滴
商

學
專
門
部
及
び
経
螢
學
專
門
部
の
得
難
が
比
較
的
高
く
滴
ご
の
爾
者
の
間
に
ば
有

意
差
は
認
め
ら
牝
た
い
が
、
他
の
專
門
部
と
比
べ
る
と
何
牝
も
得
鮪
上
極
め
て
有

意
な
差
を
も
つ
て
優
牝
て
い
る
。
ご
牝
ら
に
戦
し
、
藥
學
、
農
林
袖
及
び
土
木
の

各
專
門
部
の
得
鮪
ば
比
較
的
低
く
為
ご
れ
ら
三
專
門
部
の
間
に
は
有
意
た
差
は
認

め
ら
れ
な
い
が
滴
前
述
の
よ
う
に
、
商
學
及
び
経
醤
學
爾
專
門
部
に
比
べ
て
極
め

て
有
意
に
劣
つ
て
い
る
。
ご
牝
ら
の
結
巣
か
ら
し
て
、
大
學
附
麗
尊
門
部
に
お
い

て
も
、
專
門
部
の
種
別
に
よ
つ
て
得
鮪
上
顯
著
な
有
意
差
が
見
ら
牝
滝
概
し
て
商

科
の
專
門
部
が
農
料
及
び
工
科
の
そ
牝
よ
り
高
い
得
鮪
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
（
こ
　
專
門
學
校
別
科
及
び
實
科

　
最
後
に
専
門
學
校
別
科
及
び
實
科
に
つ
い
て
み
る
止
、
爽
の
表
X
に
示
さ
ル
て

い
る
よ
う
に
喝
工
業
專
門
學
校
別
科
及
び
経
済
專
門
學
校
別
科
の
得
鮪
が
比
較
的

高
く
、
ご
の
雨
者
の
間
に
ぱ
得
鱗
の
有
意
差
は
認
め
ち
れ
次
い
が
、
他
の
專
門
學

校
實
科
に
比
べ
て
何
牝
も
極
め
て
有
意
な
差
で
優
牝
て
い
る
。
弐
い
で
農
業
專
門

學
校
實
科
が
中
位
を
占
め
、
織
維
專
門
學
校
實
科
が
最
下
位
で
、
こ
牝
ら
の
得
鱗

の
差
は
極
め
て
有
意
に
認
め
ら
牝
る
。

　
斯
の
よ
う
在
結
果
か
ら
し
て
、
專
門
學
狡
別
科
及
び
賢
科
に
お
い
て
は
喝
工
業

專
門
別
科
と
経
済
專
門
別
科
と
の
闘
係
を
除
き
、
各
科
の
間
に
得
鮪
上
顯
著
た
有

意
差
が
兇
ら
牝
滴
概
し
て
商
工
科
系
の
別
科
が
■
農
料
系
の
實
科
よ
“
優
位
の
傾
向

に
あ
る
と
言
え
る
。
．



表　x　尊門學校別科及び

　　實枠含格者得鱗表

総 賄
厘分 學校敷 合格者敷

・⑱・i

S 邊D

農 業 3 85 32．01 9．78

繊 緯 1 42 24．21 9．26

工 業 1 18 37．94 8．33

纏 済 2 85 36．87 9．60

計1 ・
1

…1・…1 10．65

8
　
6

O

〔傭考〕

　厘分におげる農業及び繊維は夫

々農業專門學校及び繊緯專門學校

の實科を兎工業及ぴ鯉涛は夫々工

業專門學校及び鯉癖專門學校の劫

科を意味する。

1
3

、
〇一

1

　
以
上
に
お
い
て
滝
學
校
種
別
に
高
專
校
合
格
者
の
雫
均
纏
得
鮪
の
概
播
的
た
比

較
を
試
み
牝
わ
け
で
あ
る
が
、
先
遠
の
結
果
か
ら
白
明
の
よ
う
に
池
高
專
校
へ
進

學
し
た
受
験
者
の
テ
ス
ネ
結
果
に
お
い
て
は
、
各
種
高
專
校
の
間
に
極
め
て
顯
著

な
得
鮪
差
の
あ
る
ご
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
②
學
狡
別

　
弐
に
池
高
等
專
門
學
校
合
格
者
の
纏
得
黙
を
學
狡
種
別
學
校
別
に
な
が
め
る

と
滝
同
種
の
各
高
專
校
の
間
に
お
い
て
も
學
校
に
よ
り
得
籍
上
の
開
き
が
少
く
な

　
　
　
　
　
（
註
八
）

く
滝
特
に
最
高
鮪
の
學
校
と
最
低
顯
の
學
校
と
の
間
に
お
い
て
は
極
め
て
顯
著
な

．
差
の
あ
る
ご
と
が
認
め
ら
れ
る
。
今
ご
ご
で
は
湾
一
例
と
し
て
致
員
養
成
諾
學
校

を
と
り
上
げ
滝
そ
牝
の
學
校
別
得
鱗
差
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
（
イ
）
師
範
學
校

　
先
す
師
範
學
校
で
は
滝
滋
賀
師
範
の
得
鱗
（
四
〇
一
七
四
）
が
最
高
位
で
、
京
郡

師
範
（
三
九
④
○
○
）
が
こ
れ
に
弐
ぎ
滝
以
下
東
京
第
ス
三
八
一
七
四
）
滝
新
潟
第

　
て
（
三
八
ザ
七
一
）
滝
岡
山
（
三
八
一
六
七
）
、
香
川
（
三
八
一
四
四
）
竜
，
鹿
兎
島

（
三
八
一
四
三
）
滝
千
葉
（
三
八
④
○
○
）
の
各
師
範
の
順
に
比
較
的
高
得
鱗
を
示

し
滝
ご
牝
に
封
し
て
茨
城
師
範
の
得
鮪
（
三
〇
一
六
八
）
が
最
低
位
で
滝
弐
い
で
長

崎
（
三
〇
一
七
四
）
為
愛
媛
（
三
二
畦
〇
一
）
及
び
幅
井
（
三
二
一
七
一
）
の
各
師
範
の

順
に
比
較
的
低
得
難
を
示
し
て
い
る
。
而
し
て
ご
の
場
含
に
お
け
る
最
高
得
難
と

最
低
得
難
と
の
開
き
は
一
〇
黙
に
及
び
、
學
校
に
よ
り
得
難
差
の
著
し
い
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。

　
（
口
）
　
青
年
師
範
學
狡

　
弐
に
青
年
師
範
學
校
に
紅
い
て
は
、
島
根
青
年
師
範
の
得
鮪
（
三
五
一
二
二
）
が

最
高
で
鬼
弐
い
で
東
京
（
三
四
悔
七
八
）
及
び
廣
島
（
三
四
一
六
八
）
の
雨
青
年
師
範

が
比
較
的
優
位
を
占
め
て
い
る
の
に
封
し
滝
干
葉
青
年
師
範
q
得
鱗
（
二
五
一
五

三
）
が
最
低
で
滝
綾
い
て
山
梨
（
二
六
一
三
九
）
、
和
歌
山
（
二
六
一
四
一
）
喝
幅
島

（
二
六
一
五
〇
）
、
幅
井
（
二
六
一
七
〇
）
、
及
び
岩
手
（
二
六
一
七
八
）
の
各
青
年
師

範
の
順
に
比
較
的
劣
位
に
位
置
し
て
い
る
。
而
し
て
、
こ
の
場
合
に
為
い
て
も
滝

各
學
狡
得
難
の
最
高
と
最
低
の
得
難
差
は
約
一
〇
籍
を
示
し
、
學
校
に
よ
り
顯
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
十
）

な
差
が
兄
ら
れ
る
ご
と
は
師
範
學
校
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
（
ハ
）
　
高
師
芙
の
他
の
致
員
養
成
講
學
校
　
’

　
最
後
に
高
師
其
の
他
の
致
員
養
威
諾
學
校
を
一
捨
し
て
眺
め
る
と
、
東
京
女
高

師
の
得
鮪
（
四
八
二
二
五
）
が
最
高
で
池
東
京
高
師
（
四
七
二
二
六
）
が
ご
れ
に
弐

ぎ
滴
以
下
廣
島
高
師
（
四
六
二
一
〇
）
洩
奈
良
女
高
師
（
四
五
一
九
三
）
滝
東
京
商
大

附
設
商
業
致
員
養
成
所
（
四
五
一
八
九
）
、
構
濱
工
專
附
譲
工
業
致
員
養
成
所
（
四

瓦
一
六
四
）
滴
及
び
金
澤
高
師
（
四
五
一
二
）
の
順
に
得
離
が
比
較
的
高
い
。

ご
牝
に
戦
し
喝
東
京
農
業
致
育
專
門
附
設
農
業
教
員
養
威
所
の
得
鱗
（
ご
二
二
二

八
）
が
最
低
下
次
い
で
東
京
鰐
育
専
門
（
三
四
二
七
）
滝
綾
い
て
多
賀
工
專
一
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讐
．

山
梨
工
尊
一
及
び
菌
館
水
産
の
三
專
門
較
附
設
の
賛
業
薮
員
養
成
所
（
夫
々
三
一

六
二
一
五
為
三
六
－
一
六
五
葛
■
三
六
㊧
七
二
）
の
煩
に
比
較
的
低
い
得
鱗
を
示
し
て

い
る
。
而
し
て
、
此
の
種
の
講
學
校
に
お
い
て
は
、
最
高
得
鱗
と
最
低
得
難
と
の

差
ば
約
一
七
鱗
に
及
び
為
學
校
別
の
得
鱗
差
の
極
め
て
顯
著
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

　
以
上
は
、
致
員
養
成
諾
學
校
合
格
者
の
テ
ス
ト
締
果
に
基
づ
く
學
校
別
得
難
差

に
關
す
る
概
路
的
な
考
察
で
あ
る
が
、
こ
牝
迄
の
絃
述
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
バ

右
諾
學
校
の
進
學
者
の
テ
ス
ト
緒
果
に
お
い
て
は
滝
學
校
に
よ
り
極
め
て
顯
著
な

得
騨
差
の
ポ
る
こ
と
が
認
め
ら
牝
る
。
而
し
て
念
斯
の
よ
う
な
得
籍
差
は
偽
他
の

高
專
校
に
お
い
て
も
略
同
様
た
傾
向
を
示
し
て
お
り
喝
學
校
趾
得
難
差
は
一
般
に

顯
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
來
る
。

　
從
つ
て
滝
系
統
を
別
に
し
滝
種
類
を
異
に
す
る
各
種
高
專
校
に
お
け
る
進
學
者

の
平
均
得
鱗
を
相
亙
に
比
較
す
る
と
き
は
滝
最
低
得
難
二
四
一
二
一
か
ら
最
高
得

鱗
五
三
一
九
七
に
亘
つ
て
極
め
て
顯
著
た
開
き
が
認
め
ら
牝
滝
學
校
種
別
に
も
學

校
別
に
も
極
め
て
明
か
な
得
離
序
列
が
見
ら
牝
る
で
あ
ろ
う
。

穴
結

び

　
以
上
の
戯
蓮
に
お
い
て
、
地
域
及
び
學
狡
に
關
す
る
一
特
性
面
か
ら
塙
二
十
三

年
度
官
立
高
專
進
學
適
性
検
査
緒
果
に
基
づ
く
得
鱗
の
比
較
検
護
的
な
考
察
を
試

み
た
わ
け
で
あ
る
が
滝
こ
の
よ
う
底
緒
果
の
記
述
か
ら
直
ち
に
、
い
わ
ゆ
る
地
域

差
及
び
學
校
差
一
般
の
間
題
を
解
明
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

　
（
一
）
　
本
考
察
の
封
象
の
申
心
と
な
り
て
い
る
テ
ス
ト
（
進
學
適
性
検
査
）
は
過

去
の
一
時
期
に
行
わ
牝
た
も
の
で
あ
り
滝
而
か
も
中
等
學
校
在
學
者
の
全
員
が
受

験
し
て
い
な
い
ご
と
。

　
（
二
）
　
高
専
校
入
學
者
の
判
定
に
當
つ
て
ば
冷
該
テ
ス
下
の
外
に
學
カ
検
査
、

及
び
出
身
校
か
ら
の
調
査
書
等
が
纏
合
さ
牝
て
取
扱
わ
牝
て
い
る
ご
と
。

　
（
三
）
　
こ
の
種
の
テ
ス
ト
は
、
二
十
二
年
度
の
知
能
検
査
の
實
施
以
前
に
お
い

て
は
試
み
が
な
く
滴
二
十
四
年
度
以
降
は
池
薪
學
制
の
實
施
の
牝
め
池
螢
制
申
等

學
校
並
に
高
等
尊
門
學
校
は
存
在
し
て
い
な
い
ご
と
、
等
の
事
晴
に
よ
り
滴
解
決

を
要
す
る
諾
種
の
間
題
が
残
さ
牝
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
滝
本
小
論
は
專
ら
、
過
去
の
一
時
期
に
試
み
ら
牝
牝
テ
ス
ト
結
果
に

關
す
る
春
観
的
な
事
實
の
記
述
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
滝
過
去
に
お
け
る

受
験
者
の
實
態
の
一
面
を
知
り
喝
進
學
者
の
得
鱗
上
の
地
域
差
及
び
學
校
差
の
有

無
に
つ
い
て
の
認
識
を
得
牝
わ
け
で
あ
る
が
喰
斯
様
た
結
果
の
記
蓮
は
池
更
に
弐

Q
理
由
に
よ
つ
て
竜
過
去
に
お
け
る
致
育
の
批
判
、
並
に
今
日
及
び
將
來
の
致
育

間
題
に
關
し
て
基
礎
的
な
一
費
料
を
提
供
し
得
る
と
思
わ
牝
る
』
帥
ち
滝

　
（
一
）
　
受
験
者
に
實
施
さ
牝
牝
該
テ
ス
ト
は
全
國
一
齋
に
同
一
條
件
下
で
行
わ

牝
て
い
る
牝
め
、
渕
定
の
規
準
が
一
定
し
て
い
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
答
案
の
探
黙
は
同
一
規
準
で
春
観
的
に
行
わ
牝
牝
こ
と
。

　
（
三
）
　
テ
ス
ト
結
果
の
整
理
は
科
學
的
な
方
法
で
全
國
的
に
客
観
的
に
検
討
さ

れ
て
い
る
ご
と
。
．

等
に
よ
つ
て
為
本
課
題
に
關
す
る
テ
ス
ト
締
果
の
記
述
は
充
分
信
頼
性
を
も
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
各
か
ら
で
あ
る
。

　
從
つ
て
笥
一
九
四
八
年
度
進
學
適
性
検
査
の
緒
果
の
み
な
ら
す
、
一
九
四
七
年

度
以
降
今
日
に
至
る
過
去
数
年
間
の
大
學
高
専
入
試
テ
ス
ト
縞
果
に
關
す
る
詳
細
，

な
検
討
が
行
わ
れ
る
と
き
は
喝
本
課
題
に
關
す
る
講
間
題
に
封
し
蒐
よ
り
高
い
信
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頼
度
を
も
つ
牝
結
論
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
附
記
〕

　
官
立
高
專
校
及
び
國
立
新
制
大
學
等
進
學
適
性
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
俺
國

立
致
育
研
究
所
に
お
い
て
為
テ
ス
ト
整
理
委
員
會
に
よ
つ
て
近
く
公
に
さ
れ
る
昭

和
二
十
二
年
度
以
降
五
箇
年
間
の
テ
ス
ト
の
整
理
検
討
に
關
す
る
結
果
報
告
を
参

照
す
る
こ
と
が
出
來
よ
う
。
二
十
三
年
度
の
テ
ス
ト
結
果
及
び
そ
れ
の
考
察
は
有

の
報
皆
書
に
詳
述
し
て
あ
る
。

（
註
一
）
　
進
學
適
性
検
査
（
ω
o
ぎ
H
鶴
戌
o
岩
津
自
宗
宥
ω
け
）
は
洩
昭
和
二
千
二
年
三
月
「
知

　
能
検
査
」
と
い
う
名
構
で
始
め
て
我
が
國
に
－
お
い
て
實
施
さ
れ
た
が
、
二
十
三
年
度
か
ら

　
は
「
進
學
適
性
検
査
」
と
い
う
風
に
改
名
さ
れ
、
今
員
に
至
つ
て
い
る
。
苫

（
詑
二
）
　
得
鮎
の
平
均
値
の
差
の
有
意
性
の
検
定
は
t
検
定
に
よ
つ
た
。
但
し
有
意
水
準
は

　
五
％
で
あ
る
。

（
詳
三
）
　
抽
串
標
本
八
三
名
分
の
母
集
團
で
あ
る
全
島
根
縣
の
受
験
春
一
為
一
七
八
名
分
の

　
母
卒
均
は
三
八
一
二
一
で
あ
り
喝
そ
の
誤
差
は
〇
一
一
六
を
示
し
て
い
る
。

（
詑
四
）
　
閏
身
學
校
の
所
在
地
並
び
に
弄
、
の
地
域
の
行
政
厘
劃
は
、
主
と
し
て
昭
和
二
十
二

　
年
度
版
「
全
國
市
町
村
字
名
犬
鑑
」
　
（
目
本
地
闘
株
式
會
硅
褒
行
）
に
よ
つ
た
。

（
註
五
）
　
こ
こ
で
い
う
合
椿
者
と
は
兎
二
十
三
年
度
第
一
爽
進
學
適
性
検
査
を
受
検
し
、
高

　
專
佼
の
學
力
試
験
に
ー
合
格
の
上
入
學
し
た
者
を
意
味
し
洩
第
二
爽
進
學
適
性
験
査
（
遺
検

　
査
）
を
受
験
し
た
合
格
者
為
第
一
弐
検
査
以
外
の
適
性
検
査
（
例
え
ば
各
高
專
校
で
作
威

　
し
た
適
性
検
査
）
を
受
験
し
た
合
格
者
為
入
學
取
浦
し
及
び
原
級
に
留
ま
つ
た
者
等
は
合

　
ま
れ
て
い
な
い
。

（
註
六
）
　
全
國
高
專
狡
の
う
ち
、
賓
料
未
着
の
た
め
に
一
八
校
が
為
テ
ス
下
整
理
の
封
象
か

　
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

（
注
七
）
　
こ
の
場
合
の
有
意
水
準
は
一
％
’
で
あ
る
。

（
謹
八
）
　
こ
こ
で
い
う
最
高
鮎
と
は
、
各
學
稜
の
合
格
者
の
卒
均
得
離
に
抽
げ
る
最
高
を
意

　
味
し
滴
各
學
佼
内
に
抽
げ
る
合
格
者
個
人
に
つ
い
て
の
最
高
鱗
で
は
な
い
。
最
低
鰭
の
場

　
合
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
以
下
同
様
。

（
謹
九
）
　
師
輸
學
狡
に
關
す
る
牟
テ
ス
ト
の
整
理
に
は
爽
の
學
校
が
合
ま
れ
て
い
な
い
。

北
海
蓮
第
；
師
範
　
和
歌
山
師
範
　
頑
岡
第
一
師
範
　
宮
崎
師
範

（
謹
一
〇
）
　
青
年
師
範
に
關
す
る
本
テ
ス
ト
の
整
理
に
は
爽
の
學
狡
が
舎
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
愛
知
青
年
師
範
　
兵
庫
青
年
師
髄
　
香
川
青
年
師
範
　
北
海
遣
青
年
師
範
　
砺
木
青
年

師
範
　
群
馬
青
年
師
範
　
石
川
青
年
師
範
　
滋
賀
青
年
師
範
　
岡
山
青
年
師
範
　
佐
賀
青

年
師
範

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu




